
１ あいさつについて 

 

児童、保護者の８５％以上ができていると回答
しています。児童会を中心に「あいさつ運動」を
進め、気持ちの良いあいさつ、自分から先に声を
出すあいさつを進めています。あいさつは、コミ
ュニケーションの基本であり、相手の存在を認識
し、尊重する意識にもつながります。 

学校では、引き続きあいさつの大切さや、あい
さつのし方について指導を進め、校内だけでなく
地域でもあいさつができる子どもを育てていきま
す。ご家庭でもお子さんとあいさつの大切さにつ
いてお話しいただき、あいさつの輪を広げていき
たいです。 

 

２ 学習の取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童、保護者の９２％以上が「学習したことが
わかっている」と回答しています。本年度も新型
コロナウイルス感染拡大防止のため、三密を避け
るなど児童の学習活動に制約がありましたが、「授
業のユニバーサルデザイン化」「一人１台のパソコ

ンを使って ICT を活用した学習活動の充実」など
を中心に、授業の改善や充実に取り組みました。 

児童、保護者の９３％以上が、「パソコンを使っ
た学習に進んで取り組んでいる」と回答していま
す。児童の学習意欲を高め、学習内容の定着をは
かるために今後も ICTを活用した学習活動の充実
をしていきます。 

一方、「学習したことがあまりわかっていない」
と回答される方もいます。学校では、今後も、全
国学力・学習状況調査や NRT、単元テストなどの
結果の分析、日頃の授業の姿から、「読む、書く、
話す、聞く」などの学習活動に効果的に取り組め
るよう工夫し、児童の基礎的・基本的な内容が確
実に身につくように、児童一人一人の実態をつか
み、進度を工夫し、授業改善に取り組んでいきま
す。 

 

３ 読書について 

 
 

 貸出総数 一人当たりの冊数 

令和３年度 ５２,３１０ ３２５ 

令和２年度 ４３,２１１ ２７１ 

令和元年度 ４２,５５０ ２７１ 
 
 本年度も新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から図書館を利用する時間を学年ごとに分散し
て限定しましたが、一人当たりの冊数は昨年度よ
りも大幅に増加しました。子どもたちが多くの本
に親しむことができました。 

一方で、昨年度よりも「進んで家で読書をして
いると思わない」と回答している割合が増えてい
ます。学校では毎日図書館へ行く時間を設け、図
書袋を毎日持ち帰ることを促し、家庭学習に読書
を取り入れたり、毎月の親子読書デイを設けたり
して、家庭での読書を勧めてきました。今後もご
家庭で読書をする時間を設けていただき、親子読
書にご協力いただくようお願いいたします。 

令和３年度 学校自己評価アンケートのまとめ 
千曲市立更級小学校 

令和４年３月４日 

平素より本校の教育にご理解とご協力いただきまして、ありがとうございます。 

本年度実施した学校自己評価アンケートのまとめをいたしました。本年度の成果と課題を明確

にし、来年度の指導につなげてまいりたいと考えております。 

ご覧いただき、一層のご支援をよろしくお願いいたします。 



 アンケートへのご協力ありがとうございました。いた
だいたご意見を大切に受け止め、職員で共有し、指導す
べき内容については適切に指導しながら、今後に生かし
て参ります。 

これからも児童が来たいと思える学校づくりを目指
し、また学力を高め、健やかに成長し、ふるさと更級を
一層愛する児童を育てるために、指導を重ねて参ります。 
今後も、さらなるご支援をよろしくお願いいたします。 

４ 学校行事、作品の取り組みについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童、保護者の９５％以上が「学校行事に精い
っぱい取り組んでいる」、児童、保護者の８７％以
上が「音楽や作品づくりなどに精いっぱい取り組
んでいる」と回答しています。学校では新型コロ
ナウイルス感染拡大予防をしながらも、児童が表
現したり達成感を感じたりできる機会を大切にし
てきました。本年度は保護者の皆様に児童の作品
を見ていただく機会が限られてしまいまい残念で
したが、今後も児童が様々な表現の場や方法で自
分を表現できるように指導を継続していきます。 

 

５ 運動の取り組みについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

児童、保護者の８３％以上が「運動に進んで取
り組んでいる」と回答しています。本年度も朝の
３分間マラソンや縄跳びの時間を設け、カードに
自分の記録を積み重ねていくことで、進んで運動
に取り組む姿が見られました。さらに PTA から竹
馬と一輪車を購入していただいたことで、運動に
親しむ機会も増えました。 

 

６ 地域との関わりについて 

 

 

児童、保護者の８２％以上が「地域のことを学
習している」と回答しています。本年度は縄文ま
つり集会を行うことができ、地域の方にご協力い

ただきながら縄文服作りや縄文太鼓、更級地域の
学習などを通して、児童は地域について学習する
ことができました。本校の児童は、安全パトロー
ルの皆さんをはじめ地域の多くの皆様に支えられ
ています。今後も学校では「ふるさと更級」に関
わる学習を取り入れ、生まれ育った故郷に対する
理解を深め、愛する心を育てるよう努めています。 
今後も、地域の皆様の目で児童を見守り、育ん

でいただきますようお願いいたします。 

 

７ 人権意識について 

 

 

 

児童、保護者の８７％以上が「学校に楽しく通

っている」、「人の嫌がることはしていない」と回

答しています。「人の嫌がることはしていない」と

回答した児童、保護者は昨年度より増加しました。

また、児童、保護者のの８８％以上が「たてわり

活動などで、他学年の人と楽しく遊んでいる」と

回答しています。一方、「学校へ楽しく来られてい

ない」「人の嫌がることをしてしまった」と回答し

ている児童も少数います。 

児童が安心して生活できる学校は、児童の人間

関係の安定や学力の向上にも関わります。楽しく

登校できていないと感じる少数の児童の思いを大

切にくみ取り、すべての児童にとって居場所のあ

る学校づくりに、さらに努めてまいります。今後

も感染拡大予防に努めながら、たてわり活動など

の異学年交流の機会を大切にしていきます。 

 

８ 保護者の皆様からのご意見 

○たてわり活動のお陰で学年を超えて、１年生に

優しく声がけをしてくれる上級生を見て嬉しく

思います。 

○コロナ禍で感染対策に注意しながら行事開催す

る機会を設けていただきとてもありがたいです。 


